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             紀美野町第２回定例会会議録 

             平成２６年６月１０日（火曜日） 

――――――――――――――――――― 

○議事日程（第１号） 

 平成２６年６月１０日（火）午前９時００分開議 

 第 １        会議録署名議員の指名について 

 第 ２        会期の決定について 

 第 ３        諸般の報告について 

 第 ４ 議案第７６号 専決処分の承認を求めることについて 

            （紀美野町税条例等の一部を改正する条例について） 

 第 ５ 議案第７７号 専決処分の承認を求めることについて 

            （紀美野町国民健康保険税条例等の一部を改正する条例につい 

            て） 

 第 ６ 議案第７８号 専決処分の承認を求めることについて 

            （平成２５年度紀美野町一般会計補正予算（第７号）につい 

            て） 

 第 ７ 議案第７９号 専決処分の承認を求めることについて 

            （訴えの提起について） 

 第 ８ 議案第８０号 専決処分の承認を求めることについて 

            （平成２６年度紀美野町一般会計補正予算（第１号）につい 

            て） 

 第 ９ 議案第８１号 紀美野町営住宅条例の一部を改正する条例について 

 第１０ 議案第８２号 紀美野町営駐車場条例の一部を改正する条例について 

 第１１ 議案第８３号 紀美野町雨山水辺公園条例の一部を改正する条例について 

 第１２ 議案第８４号 紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例について 

 第１３ 議案第８５号 副町長の選任の同意について 

 第１４ 議案第８６号 平成２６年度紀美野一般会計補正予算（第２号）について 

 第１５ 議案第８７号 平成２６年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            １号）について 

――――――――――――――――――― 
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○会議に付した事件 

 日程第１から日程第１５まで 

――――――――――――――――――― 

○議員定数 １４名 

――――――――――――――――――― 

○出席議員        議席番号   氏   名 

               １番 七良浴   光 君 

               ２番 町 田 富枝子 君 

               ３番 田 代 哲 郎 君 

               ４番 加 納 国 孝 君 

               ５番 北 道 勝 彦 君 

               ６番 向井中 洋 二 君 

               ７番 上 北 よしえ 君 

               ８番 伊 都 堅 仁 君 

               ９番 仲 尾 元 雄 君 

              １０番 松 尾 紘 紀 君 

              １１番 上 柏 睆 亮 君 

              １２番 美 野 勝 男 君 

              １３番 美 濃 良 和 君 

              １４番 小 椋 孝 一 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席議員 

            な し 

――――――――――――――――――― 

○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 寺 本 光 嘉 君 

            副 町 長 小 川 裕 康 君 

            教 育 長 橋 戸 常 年 君 

            消 防 長 家 本   宏 君 
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            総 務 課 長 牛 居 秀 行 君 

            企画管財課長 中 谷 嘉 夫 君 

            住 民 課 長 増 谷 守 哉 君 

            税 務 課 長 西 岡 秀 育 君 

            保健福祉課長 宮 阪   学 君 

            産 業 課 長 大 窪 茂 男 君 

            建 設 課 長 山 本 広 幸 君 

            総務学事課長兼 

            教 育 次 長 
中 尾 隆 司 君 

            生涯学習課長 岩 田 貞 二 君 

            会 計 管 理 者 西 切 博 充 君 

            水 道 課 長 中 村 公 彦 君 

            地籍調査課長 尾 花 延 弥 君 

            美 里 支 所 長 西   敏 明 君 

            国体推進課長 南   秀 秋 君 

            代表監査委員 向 江 信 夫 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席したもの 

             な し 

――――――――――――――――――― 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 大 東 淳 悟 君 

            書 記 中 谷 典 代 君  
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 開 会 

○議長（小椋孝一君）    規定の定足数に達しておりますので、ただいまから平成２

６年第２回紀美野町議会定例会を開会します。 

（午前 ９時０５分） 

――――――――――――――――――― 

○議長（小椋孝一君）    これから本日の会議を開きます。 

  本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、８番、伊都堅仁

君、９番、仲尾元雄君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（小椋孝一君）    日程第２、会期の決定について、議題とします。 

  議会運営委員長から審査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、美野勝男君。 

（議会運営委員長 美野勝男君 登壇） 

○議会運営委員長（美野勝男君）    去る６月４日、議会運営委員会を開催いたしま

したので、その結果について御報告いたします。 

  会期は、本日から２４日までの１５日間とし、再開日は１７日、２０日及び２４日と

決定しました。 

  議事日程につきましては、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  次に、一般質問の通告は６月１１日、午後３時までといたします。 

  次に、総務文教常任委員会を６月１２日午前９時３０分から、産業建設常任委員会は

６月１３日午前９時３０分から開催したいと思います。 

  次に、全員協議会を本日、本会議終了後に開催したいと思います。 

  次に、広報編集委員会を６月２０日、本会議終了後、開催したいと思います。 

  なお、議事の進行上、日程を順次繰り延べる場合もありますので、よろしくお願いし

ます。 

  以上で、報告を終わります。 

（議会運営委員長 美野勝男君 降壇） 
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○議長（小椋孝一君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から６月２４日までの１５日間とし

たいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日から６月２４日までの１５日間と決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（小椋孝一君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告について、及び財政援助団体等監査に

関する報告について提出されております。お手元に配付しておりますので、御了解願い

ます。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    まず初めに、去る６月８日に薨去されました桂宮宜仁親王

殿下に、町民とともに謹んで心より深い哀悼の意を表したいと思います。 

  また、開会に先立ちまして、ただいま表彰の栄を受けられました小椋議長並びに北道

議員におかれましては、今後とも町議会議員の模範として町行政に対しましてお力添え、

御協力を賜りますよう、お願いを申し上げます。 

  それでは、開会に当たりまして、一言御挨拶並びにその後の行政報告を申し上げます。 

  本日、紀美野町議会第２回定例会を招集いたしましたところ、議員各位を初め、関係

者の皆様におかれましては、公私ともに御多忙中にもかかわりませず、御出席を賜り、

開会の運びとなりましたことに対し、心より厚くお礼を申し上げます。 

  さて、６月に入り、木々の緑も色鮮やかな季節となりましたが、国では、安倍首相が

先月１５日に安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会の報告の提出を受けた後、記

者会見を行い、憲法解釈の見直しの検討の進め方に関する基本的方向性について表明し、

国会においても集団的自衛権行使についての賛否両論の中、激しい憲法解釈議論がなさ

れております。これらの論議は国の根幹をなす大きな問題であり、今後国会において十
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分議論され、慎重に審議されることを強く望むものであります。 

  また、去る５月１日には、道州制推進基本法案の国会提出がなされないよう、町村会

として県選出の自民党の衆・参国会議員に対し、法案提出反対の意見を主張していただ

くよう東京で要望活動を行ってきたところでございます。 

  次に、５月１９日に開催されました県町村会定期総会におきまして、国際司法裁判所

において、我が国が実施している南極海鯨類捕獲調査事業について国際捕鯨取締条約に

違反する旨の判決を下したことに対し、遺憾かつ不服である旨の特別決議をいたしてお

ります。 

  次に、去る５月２４日、京都におきまして青山椒のトップセールスを行ってまいりま

した。 

  また、当町におきましては、本年７月１９日から２３日にかけて、紀の国わかやま国

体のプレイベントとしてホッケー競技が紀美野町スポーツ公園で開催されますが、それ

に向けての準備を国体推進課を中心として全職員が一丸となって取り組んでいるところ

でございますので、議員各位におかれましてもさらなるお力添え、御協力を賜りたく、

お願いを申し上げます。 

   さて、今期定例会に上程いたしている案件は、議案第７６号から議案第８７号まで

の１２件であります。 

  専決処分の承認を求める案件が５件、町条例の一部改正に係る案件が４件、副町長の

選任の同意についての案件が１件、平成２６年度紀美野町一般会計及び特別会計の補正

予算に係る案件が２件であります。 

  一般会計補正予算関連につきましては、主なものとして、歳入についてはふるさと公

社の解散に伴います出資金の返還金を計上しております。 

  次に、歳出では鳥獣害が後を絶たない中、鳥獣害防止総合対策事業用の材料費の経費

など大幅な追加補正を計上しております。また、より一層のスポーツ施設の充実を図る

ため、スポーツ公園周辺整備工事費の計上及び農村センターグラウンドの整備事業に係

る所要経費などを計上しております。 

  この後、担当課長より詳しく御説明申し上げますので、十分御審議の上、原案どおり

御可決くださいますようお願いいたしまして、御挨拶並びに行政報告とさせていただき

ます。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 
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○議長（小椋孝一君）    次に、紀美野町土地開発公社の経営状況について及び財団

法人紀美野町ふるさと公社経営状況について、一括して報告願います。 

  企画管財課長、中谷君。 

（企画管財課長 中谷嘉夫君 登壇） 

○企画管財課長（中谷嘉夫君）    それでは、紀美野町土地開発公社の経営状況から

報告させていただきます。 

  まず、赤色の背表紙の紀美野町土地開発公社の経営状況の説明をする資料の表紙をご

らんください。 

  紀美野町土地開発公社の経営状況を説明する書類について。 

  地方自治法第２４３条の３、第２項の規定により紀美野町土地開発公社の経営状況を

説明する書類を次のとおり提出する。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  表紙より２枚めくっていただきたいと思います。１ページをごらんください。平成２

５年度紀美野町土地開発公社事業報告でございます。１、一般事項の（１）理事会議決

事項についての実績報告でございます。平成２５年度では２回の理事会を開催してござ

います。５月２７日の第１回の理事会では、平成２４年度決算についての議決をいただ

きました。３月２６日、第２回理事会では、理事長の互選についての議決をいただきま

した。それから平成２６年度当初の予算についての議決をいただいております。 

  次に（２）役員に関する事項でございます。まずア、役員の異動に関する事項につい

ては、平成２５年３月３１日に１名の理事が退任され、新たに４月１日に１名の理事が

就任されました。それに加え、新たに平成２５年１０月１２日に１名の理事が退任され

ました。次のイ、役員名簿でございます。平成２６年３月３１日付での役員名簿を掲載

してございます。理事長と筆頭理事を含む理事１４名、幹事２名の計１６名の名簿でご

ざいます。 

  次に行政官庁認可等に関する事項について、４月９日、５月２１日には理事の変更登

記を和歌山地方法務局に提出し、認可をいただきました。また６月１１日の紀美野町議

会第２回定例会において、平成２４年度経営状況の報告をさせていただきました。１月

１６日は理事の変更登記を和歌山地方法務局に提出し、認可をいただきました。 

  続きまして、２ページをごらんください。２、業務でございます。（１）の土地取得

状況及び（２）の土地処分状況につきましては、土地の取得及び処分の実績はございま
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せんでしたので、面積、取得原価ともゼロとなっております。 

  （３）の土地造成事業収益でございますが、福井樫山団地において町営住宅６区画と

一般販売２区画、面積１,６３５.９８平米の売却を行い、５,７２１万２,９７５円の収

益がございました。 

  次の（４）の土地保有状況でございます。公有地取得事業用地につきましてはゼロと

なっております。特定土地等事業用地１,９６６.５７平米、取得価格５６６万５,８９

９円につきましては、野上中学校より南の貴志川沿いの下佐々字飛ノ瀬９９５－１番地

に保有している用地でございます。福井樫山団地宅地造成用地２,０６０.８６平米、７,

３１０万１,４５３円、福井字樫山１１１１－６番地ほか８筆でございます。以上を合

わせまして４,０２７.４３平米、７,８７６万７,３５２円でございます。 

  次に、３ページをお願いいたします。損益計算書でございます。１の事業収益、

（３）土地造成事業収益は５,７２１万２,９７５円です。 

  ２、事業原価、（３）土地造成事業原価は５,７２１万２,９７５円。これにつきまし

ては福井樫山宅地の８区画の分でございます。事業総利益につきましては、事業収益合

計より事業原価合計を差し引いたゼロとなっております。 

  ３、販売費及び一般管理費３９万５,２６０円。この内訳につきましては福井樫山団

地の防犯灯４基の電気代１万２,１６０円と事務消耗品費等９,７００円、それから所有

権移転登記手数料、２区画ですけども３万３,６００円、福井樫山団地販売に伴う土地

鑑定委託料が２８万９,８００円、それから法人町民税として５万円でございます。 

  次に、４、事業外収益、（１）受取利息２,５４９円。この内訳といたしましては、

普通預金の利息１,２９３円と基本財産５００万円の定期預金の利息が１,２５６円とな

っております。（２）雑収益はございません。 

  次に、５、事業外費用の（１）支払利息５万３,４５７円は短期借入金の利息でござ

います。（２）雑損失はございません。経常損失が４４万６,１６８円、当期純利益に

つきましては事業総利益ゼロ円より経常損失４４万６,１６８円を差し引いた４４万６,

１６８円でございます。 

  続きまして、４ページをお願いいたします。貸借対照表でございます。資産の部、１、

流動資産について、（１）現金及び預金７１５万３,６３７円。（２）公有用地はござ

いません。（３）特定土地５６６万５,８９９円、完成土地７,３１０万１,４５３円、

流動資産合計は８,５９２万９８９円でございます。固定資産はございませんので、資
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産合計が８,５９２万９８９円でございます。２、固定資産についての当該物件はござ

いません。資産合計が８,５９２万９８９円でございます。 

  負債の部、１、流動負債についてはございません。２、固定負債の（１）長期借入金

１,５００万円、固定負債合計、負債合計同額の１,５００万円でございます。 

  ５ページをお願いいたします。資本の部、１、資本金、（１）基本財産５００万円、

これはＪＡながみねにおいて定期預金として保有してございます。２、準備金は（１）

前年度繰入金６,６３６万７,１５７円、（２）当期純損失４４万６,１６８円、準備金

合計が６,５９２万９８９円となっています。資本金合計は、資本金と準備金を足した

７,０９２万９８９円となっています。負債資本合計は８,５９２万９８９円でございま

す。 

  続きまして、６ページをお願いします。財産目録でございます。済みません、このペ

ージで訂正をお願いいたします。お配りしています６ページの２段目の平成２５年を平

成２６年に訂正をお願いします。よろしくお願いいたします。 

  資産の部の流動資産８,５９２万９８９円。この内訳は、普通預金２１５万３,６３７

円、定期預金５００万円、特定土地１,９６６.５７平米の５６６万５,８９９円、完成

土地２,０６０.８６平米の７,３１０万１,４５３円でございます。固定資産はございま

せん。資産合計８,５９２万９８９円でございます。 

  次に負債の部では、流動負債の短期借入金はございません。固定負債の長期借入金は

１,５００万円で、負債合計１,５００万円。資産合計より負債合計を差し引いた差引純

資産は、７,０９２万９８９円でございます。 

  次に、７ページはキャッシュ・フロー計算書となっております。内容につきましては、

Ⅰ、事業活動によるキャッシュ・フロー、土地造成事業収入の樫山団地宅地分譲８区画

分５,７２１万２,９７５円、その他の業務支出はマイナス３９万５,２６０円であり、

小計が５,６８１万７,７１５円となります。利息の受取額が２,５４９円、利息の支払

額が５万３,４５７円を差し引きまして、事業活動費によるキャッシュ・フローは５,６

７６万６,８０７円でございます。 

  Ⅲ、財務活動によるキャッシュ・フローの長期借入による収入は７,２００万円、長

期借入金の返済による支出が５,７００万円ですので、財務活動によるキャッシュ・フ

ローは１,５００万円となります。 

  Ⅳ、現金及び現金同等物減少額は２３万３,１９３円でございます。 
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  Ⅴ、現金及び現金同等物期首残高は７３８万６,８３０円でございます。 

  Ⅵ、現金及び現金同等物期末残高は７１５万３,６３７円でございます。 

  次の８ページから９ページの附属明細表について、費目別の明細表の一覧を掲載させ

ていただいております。内容につきましては、さきの内容と同じとなりますので、省略

させていただきます。また、最後のページに平成２６年５月２０日に監事による監査を

実施した決算監査意見書を添付させていただいております。 

  以上、簡単ですが、平成２５年度紀美野町土地開発公社の経営状況の報告とさせてい

ただきます。 

  それでは次に、紀美野町ふるさと公社の経営状況の報告をさせていただきます。ふる

さと公社につきましては、平成１０年からかじか荘の運営を続けてまいりましたが、公

益法人制度改革関連３法案が平成２０年１２月に施行され、平成２５年１１月末をもっ

て解散となりました。よって、今回報告させていただく事業期間は、平成２５年４月１

日から平成２５年１１月２７日までの間となっております。 

  平成２５年１２月１日からは、丹生の都プロジェクト株式会社が新指定管理者として

町の観光の拠点施設として運営を行っていただいている状況です。 

  それでは、紺の背表紙の紀美野町ふるさと公社の経営状況を説明する書類の資料をご

らんください。紀美野町ふるさと公社の経営状況を説明する書類について。 

  地方自治法第２４３条の３、第２項の規定により紀美野町ふるさと公社の経営状況を

説明する書類を次のとおり提出する。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  先ほど申し上げましたように平成２５年１１月末で解散しておりますので、簡単に御

説明いたします。資料の１ページ及び２ページをごらんください。平成２５年度事業報

告でございます。公社が実施した事業取り組みについて記載してございます。事業内容

の説明につきましては省略させていただきますが、１ページから３ページに実施した事

業内容を詳しく記載しておりますので、後ほどごらんいただきますようよろしくお願い

いたします。 

  続いて、４ページをお願いいたします。平成２５年度かじか荘・毛原オートキャンプ

場の営業実績説明資料です。各項目に利用者数と売上額を平成２４年度と平成２５年度

を記載してございますが、平成２５年度は営業期間が８カ月であり、比較はしがたいも

のであります。かじか荘の売り上げ実績につきましては８,０２０万８,４９７円、毛原
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オートキャンプ場につきましては２３７万３,００５円となりました。かじか荘・毛原

オートキャンプ場の売上合計は８,２５８万１,５０２円となりました。 

  次に、５ページをお願いいたします。平成２５年度の決算について、御報告させてい

ただきます。かじか荘及び毛原オートキャンプ場の運営管理事業と県動物愛護センター

等の施設整備事業を合算する決算書となってございます。まず貸借対照表でございます。

資産の部、Ⅰの流動資産です。流動資産合計が４,１７７万６,４６１円でございます。

Ⅱの固定資産の有形固定資産合計で１,００４万５５円、資産の合計が５,１８１万６,

５１６円となりました。 

  次に、６ページをお願いいたします。負債の部、１の流動負債につきましては、未払

法人税等及び未払消費税等の負債合計額が５１万３,４００円となりました。次に資本

の部で、Ⅰの資本金８,０００万円、Ⅱの利益剰余金では、利益剰余金合計がマイナス

の２,８６９万６,８８４円となり、資本の合計がⅠの資本金８,０００万円から２,８６

９万６,８８４円を差し引き、負債資本合計は５,１８１万６,５１６円となりました。 

  次に、７ページの損益計算書をごらんください。経常損益の部、１、営業収益では、

かじか荘及び毛原オートキャンプ場収入の８,２５８万１,５０２円と県動物愛護センタ

ー等の公共施設整備収入６６６万６,６６７円を合わせた８,９２４万８,１６９円とな

りました。 

  ２の営業費用につきましては、（１）売上原価につきましては、合計３,４０１万１,

９４１円から期末商品棚卸高を差し引き、３,１８３万８０５円となり、売上総利益と

いたしましては、１の営業収益から２の営業費用を差し引いた５,７４１万７,３６４円

となりました。また（２）の販売費及び一般管理費につきましては、８ページ中ほどの

合計６,７５９万９,２９６円となりました。その下の経常損失は売上総利益から販売費

及び一般管理費を差し引き、１,０１８万１,９３２円となりました。 

  Ⅱの営業外損益の部では、経常損失が９６１万９２４円となりました。次に特別損益

では、指定管理料６００万円から経常損失を差し引きました３６１万９２４円となりま

した。また、前期繰越損失の２,５０８万５,９６０円を加え、当期期末処理損失額につ

きましては、２,８６９万６,８８４円となりました。 

  続きまして、９ページをお願いいたします。これは７ページの売上原価下ほどに記載

しております公共施設整備原価６８４万２,４２９円についての内訳説明でございます。

Ⅰ、労務費につきましては５８１万４,９２０円、Ⅱ、経費につきましては１０２万７,
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５０９円、公共施設整備原価につきましては６８４万２,４２９円となりました。 

  続きまして、１０ページをお願いします。損失処理計算書でございます。Ⅰ、次期繰

越損失額が２,８６９万６,８８４円となりました。 

  １１ページをお願いいたします。財産目録でございます。資産の部、１の流動資産合

計４,１７７万６,４６１円、２の固定資産額は１,００４万５５円で、資産合計は５,１

８１万６,５１６円となりました。 

  １２ページをお願いします。負債の部では、１の流動負債計といたしましては５１万

３,４００円、２の固定負債はありませんので負債合計額は５１万３,４００円となり、

正味財産は、資産合計から負債合計を差し引きました５,１３０万３,１１６円となりま

した。 

  以上、簡単でございますが、２５年度のふるさと公社の経営状況の報告とさせていた

だきます。 

  続きまして、ふるさと公社の解散事務の経過を報告させていただきます。平成２５年

１０月２８日に理事会、１０月２９日に協議会を行い、理事及び議員の４分の３以上の

議決を得て、和歌山県知事の許可があったときに解散することになりました。精算人に

つきましては副町長の副理事長、小川裕康氏が専任されました。１１月１８日、県へ公

社の解散申請を行い、１１月２７日に知事からも承認をいただきました。よって、同日

ふるさと公社は解散いたしました。解散により、公社の会計をお願いしていた辻会計事

務所で精算書の作成をしていただきました。 

  また、本年４月１５日に、県へ公社財産への処分許可申請書を提出いたしました。４

月２４日、県知事より処分許可書を受理いたしました。そして４月２５日、ふるさと公

社より町に残余財産の引き渡しを行いました。残余財産の処分の結果、正味財産は平成

２５年１１月２７日現在、５,１３０万３,１１６円となりましたが、その後精算に入り、

２６年３月３１日、精算を結了いたしました。平成２５年１１月２８日以降、精算の中

で辻会計事務所への支払い、租税公課などの支払い、また受取利息等もあり、差し引き

２６万２９９円の支払いが発生し、差し引き現金として３,８７７万９,４７６円を町へ

引き継ぎを行いました。同日、精算人の結了により、精算結了の当期閉鎖を行いました。

４月３０日、県へ精算結了の届けを提出いたしました。以上、これらのことを行いまし

た。 

  残余財産につきましては、財団法人紀美野町ふるさと公社寄附行為第３１条第２項に
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基づき、町へ寄附を行っております。内容は現金が主なものとなっており、今回６月補

正の歳入予算へ上程しております。以上でございます。 

（企画管財課長 中谷嘉夫君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前 ９時４３分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時０３分） 

○議長（小椋孝一君）    次に、一般質問の通告は、６月１１日午後３時までに提出

願います。 

  今期、定例会までに受理した陳情は、お手元に配付のとおりであります。陳情第２号

は総務文教常任委員会へ付託しましたので報告します。 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 議案第７６号 専決処分の承認を求めることについて 

             （紀美野町税条例等の一部を改正する条例について） 

◎日程第５ 議案第７７号 専決処分の承認を求めることについて 

             （紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい 

             て） 

○議長（小椋孝一君）    日程第４、議案第７６号、専決処分の承認を求めることに

ついて（紀美野町税条例等の一部を改正する条例について）及び日程第５、議案第７７

号、専決処分の承認を求めることについて（紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例について）を一括議題とします。 

  説明を願います。税務課長、西岡君。 

（税務課長 西岡秀育君 登壇） 

○税務課長（西岡秀育君）    それでは、専決処分の説明をさせていただきます。 

  議案書１ページをお開きください。 

  議案第７６号、専決処分の承認を求めることについて。 

  紀美野町税条例の一部を改正する条例について、地方自治法第１７９条第１項の規定
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により次のとおり専決処分をしたので、これを報告し、承認を求める。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由。 

  地方自治法第１７９条第３項の規定により報告し、承認を求める。 

  次のページをお願いします。 

  専決処分書。 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により、紀美野町税条例の一部を改正する条例を

別紙のとおり専決処分する。 

                   平成２６年３月３１日 紀美野町長 寺本光嘉 

  理由。 

  平成２６年３月３１日において地方税法の一部を改正する法律が公布され、平成２６

年４月１日から施行されること等に伴い、紀美野町税条例等の一部を改正する必要が生

じたためです。 

  ３ページをお開きください。 

  紀美野町税条例等の一部を改正する条例。平成２６年３月３１日。条例第４９号。 

  第１条、紀美野町税条例の一部を次のように改正する。 

  このことにつきましては、関係法令及び地方税法の一部改正に伴うものでございます。

改正内容を簡単に御説明いたします。 

  第２３条の第２項、町民税の納税義務者につきましては、外国法人の規定する場所の

改正に伴う条文整備です。 

  第２３条第３項、町民税の納税義務者、法人町民税均等割、所得割につきましては、

条文中の「令」を「地方税法施行令（昭和２５年政令第２４５号。以下「令」とい

う。）」に読みかえるものでございます。 

  第３３条第５項、所得割の課税標準額につきましては、地方税法の改正に伴う条文整

備です。 

  第３４条の４項、法人町民税の税割につきましては、「１００分の１２.３」を「１

００分の９.７」に改めるもので、適用法人につきましては、平成２６年１０月１日以

後に開始する事業年度からの適用です。 

  第４８条第２項、法人町民税の申告納付につきましては、条文の「法の施行地に」の

次に「本店若しくは」を加え、「、法の施行地外にその源泉がある所得について」を削
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除する条文の整備です。 

  第４８条第５項、法人の町民税の申告納付につきましては、地方税法及び法人税法の

改正に伴う条文整備です。 

  第５２条第１項につきましては、法人の町民税に係る納期の延長の場合の延滞金の法

律改正に伴う条文整備です。 

  第５７条、第５９条につきましては、地方税法の改正に伴う地方税法３４８条第２項

第１０号の条文整備です。 

  第８２条第１項につきましては、軽自動車税の税率を改正するものであります。条例

の一部を改正する条例に係る新旧対照表の４ページ、５ページの軽自動車税の税率、第

８２条をごらんください。原動機付自転車、排気量が５０ＣＣ以下のもの、定格出力が

０.６キロワット以下のものについては現行１,０００円のものが２,０００円に、イ、

２輪のもので排気量が５０ＣＣを超え９０ＣＣ以下のもの、定格出力が０.６を超え０.

８キロワット以下のものを１,２００円が２,０００円、２輪のもので０.９リットルを

超え、定格量が０.８キロワットを超えるものについては１,６００円が２,４００円、

３輪以上のもので車室を備えず、かつ輪距が０.５メートル以下であるものについてで、

排気量が０.２リットルを超えるもの、定格量が０.２５キロワットを超えるものについ

ては２,５００円が３,７００円になります。 

  軽自動車税については、２輪のもの、側者、サイドカーを含まないものについては年

額２,４００円が３,６００円で、３輪のものが３,１００円が３,９００円に、４輪のも

ので乗用の営業車が５,５００円が６,９００円、自家用が７,２００円が１万８００円

に、貨物のものについての営業用については３,０００円が３,８００円に、乗用のもの

が４,０００円が５,０００円に、小型特殊自動車、農耕用自動車、作業車、これは１,

６００円が２,４００円、その他のものが４,７００円が５,９００円、２輪の軽自動車

４,０００円のものが６,０００円で、専ら雪上を走行するものについては削除いたしま

す。平成２７年３月３１日以前に初めて道路運送車両法第６０条第１項後段の規定によ

る車両番号の指定を受けた３輪以上の軽自動車に対しては、従前の税額といたします。 

  議案書４ページをお開きください。 

  附則第４条２項につきましては、租税特別措置法に伴う条文整備です。 

  附則第６条、居住用財産の買いかえ等の場合の、譲渡損失の損失通算及び繰越控除に

つきましては同条を削除し、同条２及び同条３を削るものでございます。 



－１６－ 

  附則第７条の４、寄附金控除における控除額の特例については、規定の整備に伴う条

文整備でございます。 

  附則第８条第１項、肉牛、肉用牛売却による事業所得に係る町民税の課税特例につき

ましては、期限延長、適用期限の延長でございます。 

  附則第１０条の２、新築住宅等に対する固定資産税の税額の規定の適用を受けようと

する者がすべき申告につきましては、法附則第１５条の１０第１項の耐震基準適合家屋

の規定を加えるものであります。 

  附則第１６条、軽自動車税の税率の特例につきましては、４ページ下段から５ページ

をごらんください。初めて車両番号の指定を受けた月から起算して１４年を経過した月

の属する年度を経過した３輪以上の軽自動車に対し、経年車重課をするものでございま

す。 

  附則第１７条の２第１項及び第２項、優良住宅の造成等のための土地を譲渡した場合

の長期譲渡所得に係る町民税の課税の特例につきましては、法律に伴う適用期限の延長

でございます。 

  附則第１９条第１項、一般株式等に係る譲渡所得等に係る個人の町民税の課税の特例

につきまして、同条第２の第２項、上場株式に係る譲渡所得に係る個人の町民税の課税

特例につきましては、規定の整備に伴う条文整備でございます。 

  附則第１９の３第２項、非課税口座上場等の譲渡に係る町民税の所得計算の特例につ

きましては、法律の改正に伴う条文整備です。 

  附則第２１条、旧民法第３４条の法人から移行した法人等に係る固定資産税の特例に

適用を受けようとする者がすべき申告につきましては、規定の整備に伴う条文整備です。 

  附則第２１条の２につきましては、法律改正に伴う条文整備です。 

  次のページをお願いします。 

  附則第２２条、東日本大震災に係る雑損控除等の特例、附則第２３条、東日本大震災

に係る住宅借入金等特別税控除の適用期間の特例を削り、附則第２４条を附則第２２条

に繰り上げるものでございます。 

  附則第２１条の２につきましては、法律改正に伴う条文整備です。 

  附則第１条第２号につきましては、条文整備でございます。 

  附則第２条第１項、同条第２項につきましては、条文整備でございます。 

   附 則。 



－１７－ 

  （施行期日） 

  第１条、この条例は平成２６年４月１日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規

定は、当該各号に定める日から施行する。 

  （１）第３４条の４の改正規定及び次条第７項の規定は平成２６年１０月１日。 

  （２）附則第４条の２及び第１９の３第２項の改正規定、第２２条から第２３条まで

を削る改正規定並びに附則第２４条を附則第２２条とする改正規定並びに次条第２項及

び第３項の規定は、平成２７年１月１日から、６ページ下段より次ページをお願いしま

す。 

  （３）第８２条の改正規定並びに附則第４条及び第６条（第１条の規定による改正後

の紀美野町税条例（以下「新条例」という。）附則第１６条に係る部分を除く。）の規

定は、平成２７年４月１日。 

  （４）第２３条、第４８条、第５２条第１項及び附則第１６条の改正規定並びに次条

第６項、附則第５条及び第６条（新条例附則第１６条に係る部分に限る。）の規定は、

平成２８年４月１日からでございます。 

  （５）第３３条第５項、附則第７条の４、第１９条第１項及び第１９条の２第２項の

改正規定は平成２９年１月１日でございます。 

  （６）第５７条及び第５９条の改正規定は、子ども・子育て支援法（平成２４年法律

第６５号）の施行の日からといたします。 

  第２条につきましては、町民税に関する経過措置第３条は固定資産税に関する経過措

置、第４条、第５条、第６条は軽自動車税に関する経過措置となっております。 

  また新旧対照表１ページから２７ページを順次御確認いただきますよう、よろしくお

願いいたします。 

  続きまして、１０ページをお開きください。 

  議案第７７号、専決処分の承認を求めることについて。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、地方自治法第１７９条

第１項の規定により別紙のとおり専決処分をしたので、これを報告し、承認を求める。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、地方自治法第１７９条第３項の規定により報告し、承認を

求める。 

  １１ページをお開きください。 



－１８－ 

  専決処分書。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、地方自治法第１７９条

第１項の規定により、専決処分する。 

                   平成２６年３月３１日 紀美野町長 寺本光嘉 

  理由につきましては、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令及び地方税法施行

令の一部を改正する政令が施行され、平成２６年４月１日の施行に伴い、紀美野町国民

健康保険税条例の一部を改正する必要が生じたためです。 

  次ページをお願いします。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例。平成２６年３月３１日。条例第

４８号。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。 

  このことにつきましては、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令及び地方税法

施行令の一部改正に伴うものです。改正内容を簡単に御説明いたします。 

  第２条第３項ただし書中後期高齢者支援金等課税限度額につきましては「１４万円」

を「１６万円」に改め、同条第４項ただし書中介護納付金課税限度額につきましては

「１２万円」を「１４万円」に改めるものです。 

  第１８条第１項につきましては規定の整備による条文整備です。 

  第２３条、国民健康保険税の税額につきましては、第２条３項、同条４項に伴うもの

です。第２３条第２号につきましては、５割軽減額の「（当該納税義務者を除く。）」

を削り、同条第３号につきましては、２割軽減額の加算額「３５万円」を「４５万円」

に改めるものです。このことにより、軽減世帯数の拡大されるものであります。 

   附 則。 

  （施行期日） 

  １、この条例は平成２６年４月１日から施行されます。 

  ２、改定後の紀美野町国民健康保険税条例の規定は、平成２６年度以後の年度分の国

民健康保険税について適用し、平成２５年度分までの国民健康保険税については、なお

従前の例によるものでございます。 

  新旧対照表の２８ページから３２ページを順次御確認いただきますよう、よろしくお

願いいたします。 

  以上をもちまして、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。 



－１９－ 

（税務課長 西岡秀育君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１０時２１分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時４０分） 

◎日程第６ 議案第７８号 専決処分の承認を求めることについて 

             （平成２５年度紀美野町一般会計補正予算（第７号）につい 

             て） 

◎日程第７ 議案第７９号 専決処分の承認を求めることについて 

             （訴えの提起について） 

◎日程第８ 議案第８０号 専決処分の承認を求めることについて 

             （平成２６年度紀美野町一般会計補正予算（第１号）につい 

             て） 

○議長（小椋孝一君）    日程第６、議案第７８号、専決処分の承認を求めることに

ついて平成２５年度紀美野町一般会計補正予算（第７号）について）、日程第７、議案

第７９号、専決処分の承認を求めることについて（訴えの提起について）及び日程第８、

議案第８０号、専決処分の承認を求めることについて（平成２６年度紀美野町一般会計

補正予算（第１号）について）を一括議題とします。 

  説明を願います。総務課長、牛居君。 

（総務課長 牛居秀行君 登壇） 

○総務課長（牛居秀行君）    それでは、議案書１３ページをお開きください。 

  議案第７８号、専決処分の承認を求めることについて。 

  平成２５年度紀美野町一般会計補正予算（第７号）について、地方自治法第１７９条

第１項の規定により次のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、承

認を求める。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。地方自治法第１７９条第３項の規定により報告し、承認を求



－２０－ 

めるものでございます。 

  次のページ、１４ページをお願いいたします。 

  専決処分書でございます。 

  平成２５年度紀美野町一般会計補正予算（第７号）について、地方自治法第１７９条

第１項の規定により別紙のとおり専決処分する。 

                   平成２６年３月３１日 紀美野町長 寺本光嘉 

  理由につきましては、町営住宅福井第３団地環境整備事業に、所要の補正を行う必要

が生じたためでございます。 

  次のページをごらんください。 

  平成２５年度紀美野町一般会計補正予算（第７号）。 

  平成２５年度紀美野町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

  （繰越明許費の補正） 

  第１条 繰越明許費の追加は、「第１表 繰越明許費補正」による。 

                   平成２６年３月３１日 紀美野町長 寺本光嘉 

  次のページでございます。 

  第１表 繰越明許費補正でございます。追加といたしまして、７款土木費、３項住宅

費で町営住宅福井第３団地環境整備事業として３８０万円を追加するものでございます。 

  以上、簡単でございますけれども、議案第７８号の説明といたします。 

  続きまして、議案書の１７ページでございます。 

  議案第７９号、専決処分の承認を求めることについて。 

  訴えの提起について、地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分

したので、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  地方自治法第１７９条第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  専決処分書でございます。 

  訴えの提起について、本事件は急施を要するので、地方自治法第１７９条第１項の規

定により、別紙のとおり専決処分する。 

                   平成２６年４月３０日 紀美野町長 寺本光嘉 



－２１－ 

  次のページをお願いいたします。 

  訴えの提起についてでございます。 

  次のとおり、訴えを提起する。 

  １、被告となる者の住所、氏名でございます。 

  紀美野町大角９番地１、段木 晃、紀美野町大角９番地１、段木智子でございます。 

  ２といたしまして、請求の要旨でございます。読み上げます。 

  当町と紀美野町大角９番地１段木晃は、『旧美里町歳計外資金に係る損害賠償請求事

件』の裁判の係争中であったところ、町は、財産保全のため、段木晃名義の土地と建物

の仮差押えを行った。しかし、当該土地には５件の未登記物件があり、仮差押えするこ

とができなかった。 

  これに対し、被告段木晃と段木智子は、裁判で敗訴すればこれら未登記物件が差し押

さえられることを予測し、本来、段木晃の所有であるべきであるのに、段木智子の名義

で所有権保存登記したものである。 

  町は裁判で勝訴したことにより、段木晃に対し判決で認められた賠償金の支払いを求

めたが、段木晃が当町の要求に応じないため、損害賠償債権を回収するためには、これ

ら段木晃名義の土地・物件を競売することになる。しかし、当該土地は第３者名義の物

件があることにより、競売価格が低下することとなる。これは、競売のときに段木晃の

身内の者が、これら土地及び物件を安価に落札しようと画策したと思われ、当町の財産

保全を害する妨害行為である。 

  よって、これら物件の名義を被告段木智子から本来の所有者である段木晃に戻すよう

求めるため、通謀虚偽表示による登記に対する回復請求等の訴えを提起するものである。 

  ３といたしまして、訴訟遂行の方針。判決の結果必要と認めた場合は、上訴する。で

ございます。 

  以上、簡単でございますが、議案第７９号の説明といたします。 

  続きまして、２０ページでございます。 

  議案第８０号、専決処分の承認を求めることについて。 

  平成２６年度紀美野町一般会計補正予算（第１号）について、地方自治法第１７９条

第１項の規定により、次のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により報告し、

承認を求める。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 



－２２－ 

  提案理由でございます。 

  地方自治法第１７９条第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。 

  次のページをごらんください。 

  専決処分書でございます。 

  平成２６年度紀美野町一般会計補正予算（第１号）について、地方自治法第１７９条

第１項の規定により別紙のとおり専決処分する。 

                   平成２６年４月３０日 紀美野町長 寺本光嘉 

  理由でございます。 

  訴えの提起に伴い、所要の補正を行う必要が生じたためでございます。 

  次のページをごらんください。２２ページでございます。 

  平成２６年度紀美野町一般会計補正予算（第１号）。 

  平成２６年度紀美野町の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１５９万４,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６９億６,１５９万４,０００円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                   平成２６年４月３０日 紀美野町長 寺本光嘉 

  議案書の２８ページをお願いいたします。 

  説明の都合上、まず歳出のほうから説明をさせていただきます。 

  ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費で１５９万４,０００円の増額補正で

ございます。これにつきましては、先ほど御説明を申し上げました提起に係ります

弁護士委託料でございます。 

  次に、その上の２７ページ、歳入でございます。ただいま歳出で説明をいたしました

弁護士委託料の財源といたしまして、財政調整基金繰入金のほうから同額の１５９

万４,０００円を繰り入れるものでございます。 

  以上、簡単でございますが、議案第８０号の説明といたします。 

（総務課長 牛居秀行君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 
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（午前１０時５０分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（小椋孝一君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時５１分） 

◎日程第 ９ 議案第８１号 紀美野町営住宅条例の一部を改正する条例について 

◎日程第１０ 議案第８２号 紀美野町営駐車場条例の一部を改正する条例について 

○議長（小椋孝一君）    日程第９、議案第８１号、紀美野町営住宅条例の一部を改

正する条例について及び日程第１０、議案第８２号、紀美野町営駐車場条例の一部を改

正する条例について、一括議題とします。 

  説明を願います。企画管財課長、中谷君。 

（企画管財課長 中谷嘉夫君 登壇） 

○企画管財課長（中谷嘉夫君）    それでは、議案書２９ページをお開きください。 

  議案第８１号、紀美野町営住宅条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町営住宅条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１項

の規定により議会の議決を求める。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由。 

  福井第１団地用途廃止及び福井第３団地建設に伴い、紀美野町町営住宅条例を改正す

るものであります。 

  次のページをお願いします。 

  紀美野町営住宅条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町営住宅条例の一部を次のように改正する。 

  別表福井第１団地の項を削る。 

  別表福井第２団地の項の次に次のように加える。 

  福井第３団地、紀美野町福井、平成２６年度。 

   附 則。 

  １、この条例は、公布の日から施行する。ただし、別表に福井第３団地の項を加える

改正規定は、平成２６年１０月１日から施行する。 

  ２、この条例の規定により、新たに公用開始する福井第３団地の入居者決定等のため
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に必要な手続その他の行為は、平成２６年１０月１日前において行うことができる。 

  改正内容を簡単に説明いたします。 

  福井第１団地の町営住宅用途廃止及び町営住宅新築に伴います公営住宅福井第３団地、

紀美野町福井１１１１－３０番地その他５筆。１戸当たり床面積７４.９５平米、計８

戸の設置に伴うものでございます。また、新旧対照表３３ページから３４ページをごら

んいただきますよう、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、議案書３１ページをお開きください。 

  議案第８２号、紀美野町営駐車場条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町営駐車場条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１

項の規定により議会の議決を求める。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由。 

  和歌山県営駐車場の料金改正及び福井第３団地紀美野町営駐車場建設に伴い、紀美野

町営駐車場条例の改正をするものであります。 

  次のページをお願いします。 

  紀美野町営駐車場条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町営駐車場条例の一部を次のように改正する。 

  第１条中「県営住宅入居者」の次に「及び町営住宅入居者」を加える。 

  第２条の表に次のように加える。 

  福井第３団地紀美野町営駐車場、紀美野町福井１１１１番地３０。 

  第４条第１号中「県営住宅小畑団地」の次に「及び福井第３団地」加える。 

  第９条第１項中「月額３,２４０円」を「月額２,１６０円」に改める。 

   附 則。 

  １、この条例は、平成２６年７月１日から施行する。ただし、第１条の改正規定、第

２条の表に福井第３団地紀美野町営駐車場の項を加える改正規定並びに第４条第１号の

改正規定は平成２６年１０月１日から施行する。 

  ２、この条例の規定により、新たに公用開始する福井第３団地紀美野町営駐車場の使

用者決定等のために必要な手続その他の行為は、平成２６年１０月１日前においても行

うことができる。 

  ３、改正後の第９条第１項の規定は、平成２６年７月分の使用料から適用し、同月前
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の月分に係る使用料については、なお従前の例によります。 

  改正内容を簡単に説明いたします。 

  現行月額３,２４０円から２,１６０円に改正します。平成２６年３月県議会で和歌山

県が改正した駐車場料金は１区画月額が和歌山市内で３,１５０円、和歌山市以外の市

で２,５２０円、その他の地区で２,２１０円に伴う整備を図るために改正いたします。

また、新旧対照表３５ページから３６ページを御確認いただきますよう、よろしくお願

いします。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

（企画管財課長 中谷嘉夫君 降壇） 

◎日程第１１ 議案第８３号 紀美野町雨山水辺公園条例の一部を改正する条例について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１１、議案第８３号、紀美野町雨山水辺公園条例の

一部を改正する条例について、議題とします。 

  説明を願います。産業課長、大窪君。 

（産業課長 大窪茂男君 登壇） 

○産業課長（大窪茂男君）    議案書の３３ページをお開き願います。 

  議案第８３号、紀美野町雨山水辺公園条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町雨山水辺公園条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条

第１項の規定により議会の議決を求める。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございますが、雨山水辺公園の管理を指定管理者に行わせることができる

ように条例改正をするものでございます。 

  次の３４ページをお開きください。 

  紀美野町雨山水辺公園条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町雨山水辺公園条例の一部を次のように改正する。 

  改正内容でございますが、８条を９条とし、以下それぞれ１条ずつ繰り下げを行い、

８条に雨山水辺公園の管理を指定管理者に行わせることができる条文の追加でございま

す。 

  なお、新旧対照表につきましては３７ページに掲載しておりますので、よろしくお願

いいたします。 

（産業課長 大窪茂男君 降壇） 
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◎日程第１２ 議案第８４号 紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１２、議案第８４号、紀美野町火災予防条例の一部

を改正する条例について、議題とします。 

  説明を願います。消防長、家本君。 

（消防長 家本 宏君 登壇） 

○消防長（家本 宏君）    それでは、議案書の３５ページをお開きください。 

  議案第８４号、紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町火災予防条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法第９６条第１

項の規定により議会の議決を求める。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由。 

  消防法施行令の改正に伴い、紀美野町火災予防条例の改正をするものである。 

  議案書の３６ページをごらんください。 

  紀美野町火災予防条例の一部を改正する条例。 

  紀美野町火災予防条例の一部を次のように改正する。 

  今回の一部改正の趣旨について、御説明を申し上げます。 

  今回の改正は、平成２５年８月に京都府で発生しました福知山花火大会火災を踏まえ、

対象火気器具等の取り扱いに関する規定の整備のほか、屋外における催しの防火管理体

制の構築を図るため、大規模な催しを主催する者に対して、防火担当者の選任、火災予

防上必要な業務計画等の作成を義務づけるものでございます。 

  まず第１８条第１項でありますが、液体燃料を使用する器具の取り扱いに関する基準

でありまして、第９号の２として、祭礼、縁日、花火大会等多数の者が集合する催しで

使用する場合、消火器の準備を義務づけるものでございます。 

  次、第５章の２、屋外催しに係る防火管理について、御説明を申し上げます。 

  第４２条の２では、消防長は、祭礼、縁日、花火大会その他多数の者が集合する屋外

での催しのうち、大規模なものとして消防長が定める要件に該当するもので、火災が発

生した場合に人命または財産に特に重大な被害を与えると認めるものを指定催しとして

指定しなければならないこととされるほか、指定した際に通知すること等手続に関する

ことが定められました。 

  次に第４２条の３でありますが、指定催しを主催する者は、防火担当責任者を定め、
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当該計画に従って火災予防上必要な業務を行わせなければならないこととされました。

また、原則として、当該催しを開催する日の１４日前までに当該計画を消防機関に提出

しなければならないこととされたものでございます。 

  次に第４５条は、消防機関への届け出規定でありまして、第６号として、祭礼、縁日、

花火大会、展示会その他多数の者の集合する催しに際して露天等を開設する場合は、消

防機関に届け出なければならないこととされました。 

  また第４９条は、改正後の火災予防条例第４２条の３による火災予防上必要な業務に

関する計画を提出しなかった者に対する罰則規定で、さらに第５０条では、法人等に対

する両罰規定を設けたものでございます。 

  なお、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行するとともに施行の日から

起算して１４日を経過する日までに終了する催しについては、改正後の規定は適用しな

いとなってございます。 

  詳細につきましては、新旧対照表３９ページから４３ページをごらんいただきますよ

う、よろしくお願いいたします。 

（消防長 家本 宏君 降壇） 

◎日程第１３ 議案第８５号 副町長の選任の同意について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１３、議案第８５号、副町長の選任の同意について、

議題とします。 

  説明を願います。町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    議案書の３８ページをお願いします。 

  議案第８５号、副町長の選任の同意について。 

  次の者を副町長に選任したいので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１６２

条の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は小川裕康、生年月日は昭和３１年２月４日、住所は紀美野町吉野５７番地でご

ざいます。 

  提案理由につきましては、平成２６年６月３０日をもって任期満了となりますので、

引き続き副町長の選任をしていただくための提案でございますので、ひとつ御理解と御

承認を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。以上です。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 
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◎日程第１４ 議案第８６号 平成２６年度紀美野町一般会計補正予算（第２号）につい 

              て 

○議長（小椋孝一君）    日程第１４、議案第８６号、平成２６年度紀美野町一般会

計補正予算（第２号）について、議題とします。 

  説明を願います。総務課長、牛居君。 

（総務課長 牛居秀行君 登壇） 

○総務課長（牛居秀行君）    議案書の４０ページをお開きください。 

  議案第８６号、平成２６年度紀美野町一般会計補正予算（第２号）。 

  平成２６年度紀美野町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,５８１万６,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６９億９,７４１万円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  議案書の４５ページをお願いいたします。 

  まず歳入でございます。 

  １２款分担金及び負担金、１項、２目土木費分担金で２５万円の増額補正でございま

す。内容といたしましては、県営事業の小規模がけ崩れ対策事業分担金でございます。 

  次に、１４款国庫支出金、２項、２目民生費国庫補助金で８０万２,０００円の増額

補正でございます。臨時福祉給付金給付事業費補助金でございます。１００％補助とな

っております。 

  次に、１５款県支出金、２項、１目総務費県補助金で６３万６,０００円の増額補正

でございます。消費者問題カレンダー作成費に係ります消費者行政活性化事業交付金で

ございます。これにつきましても全額補助でございます。 

  ２目民生費県補助金で６４８万円の増額補正でございます。地域子育て特別支援等事

業補助金でございます。 

  ４目農林水産業費県補助金で１,９５０万７,０００円の増額補正でございます。内訳

といたしましては、緊急雇用創出事業臨時特例基金補助金で２７３万６,０００円、鳥

獣害防止総合対策事業費補助金で１,４００万円、農山漁村交流活性化支援事業費補助
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金として２２９万５,０００円、経営体育成支援事業交付金で４７万６,０００円となっ

てございます。 

  ５目商工費県補助金で１９万５,０００円の増額補正でございます。これにつきまし

ては、天文台のトイレの補修に伴います観光施設整備補助金でございます。 

  次に、１６款財産収入、２項、２目不動産売払収入で１９１万７,０００円の増額補

正でございます。これにつきましては、国道３７０号の改修工事に伴います代替地とし

て町有地の売却を行うものでございます。 

  次に、１８款繰入金、１項、１目財政調整基金繰入金で３,４７５万円の減額補正で

ございます。 

  次に４６ページ、１０目瀬藤基金繰入金で２００万円の増額補正でございます。 

  次に、２０款諸収入、４項、１目雑入で３,８７７万９,０００円の増額補正でござい

ます。これにつきましては、ふるさと公社の解散に伴います出資金の返還金でございま

す。 

  続きまして、４７ページ、歳出でございます。 

  歳出では、それぞれの科目におきまして人件費の補正が計上されておりますけれども、

この人件費の補正につきましては４月の人事異動によりますもので、詳しい説明は省略

させていただきたいと存じます。 

  それでは、歳出の説明をさせていただきます。 

  ２款総務費、１項、１目一般管理費で１,９８８万４,０００円の減額補正でございま

す。内訳といたしましては、人件費関係、２節、３節、４節合わせまして２,５５２万

円の減額、１１節需用費で６３万６,０００円の増額、これにつきましては消費者問題

啓発カレンダーの作成費でございます。 

  １５節工事請負費で、本庁舎自家発電設備更新工事費として５００万円の計上でござ

います。 

  次に４目財産管理費で３５１万１,０００円の増額補正でございます。 

  １１節需用費で１０１万１,０００円の増額、これにつきましては、かじか荘の浴室

及び会所桝の修繕料でございます。 

  １５節工事請負費で２５０万円の増額補正でございますが、かじか荘のエアコン４台

分の設置工事費となってございます。 

  次に、５目企画費で７５６万７,０００円の増額補正でございます。内訳といたしま
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しては、人件費関係で６５９万５,０００円の増額、１３節委託料で９７万２,０００円

の増額となっております。 

  次に、７目支所及び出張所費で４５万円の増額補正でございます。この補正につきま

しては、志賀野出張所の樋の修繕及びフェンスの修繕料でございます。 

  １０目交通安全対策費で１１６万３,０００円の増額補正でございます。この補正に

つきましては、県道岩出野上線延伸に伴います歩道用トンネルにつけます防犯カメラと

野上交番を接続させます光ケーブルの増設工事費でございます。 

  次のページ、１８節備品購入費で、交通指導員１名の夏冬用の制服購入費として７万

５,０００円の計上をいたしております。 

  次に、１２目防災諸費で４０８万６,０００円の増額補正でございます。内訳といた

しましては、２節給料で４０万円の減額、３節職員手当で９万６,０００円の増額、１

３節委託料で２２０万４,０００円の増額、１５節工事請負費で２カ所の消火栓等設置

工事費として２１８万６,０００円の計上となっております。 

  次に、２款総務費、２項、１目税務総務費で８５２万４,０００円の減額補正でござ

います。人事異動に伴います人件費関係の補正でございます。 

  次に、３款民生費、１項、１目社会福祉総務費で１７８万７,０００円の増額補正で

ございます。これにつきましても人事異動に伴います人件費のみの補正となってござい

ます。 

  次に４９ページ、３目老人福祉費で２０万８,０００円の増額補正でございます。職

員手当等の補正でございます。 

  １０目長谷毛原健康センター管理運営費で１４万２,０００円の増額補正でございま

す。これにつきましては、浄化槽のかくぶたの経年劣化に伴います修繕料でございます。 

  １４目臨時福祉給付金給付事業費として８０万２,０００円の増額補正でございます。

システムソフト等使用料が４万４,０００円とハードウエアリース料で７５万８,０００

円となってございます。 

  次に、３款民生費、２項、１目児童福祉総務費で８５８万円の増額補正でございます。

内訳といたしましては、２節、３節、４節合わせまして人件費関係で１０２万円の増額、

１３節委託料で７５６万円の増額となってございます。 

  次に５０ページ、２目青少年対策費で１６８万円の減額補正でございます。 

  ４目保育所費で４４８万９,０００円の減額補正でございますが、人事異動に伴いま
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す人件費のみの補正でございます。 

  ６目学童保育費で５万５,０００円の増額補正でございます。この補正につきまして

は、放課後健全育成事業補助金の過年度返還金でございます。 

  次に、４款衛生費、１項、４目環境衛生費で６７０万円の増額補正でございますが、

これにつきましても人件費のみの補正となってございます。 

  次に５１ページ、５款農林水産業費、１項、１目農業委員会費で５９万８,０００円

の減額補正及びその下の２目農業総務費で８３８万円の増額補正でございますが、それ

ぞれ人件費のみの補正となってございます。 

  次に、３目農業振興費で１,８３１万円の増額補正でございます。内訳といたしまし

ては、１１節需用費で雨山の里の修繕料として９９万５,０００円、次のページ、１３

節委託料で２７３万７,０００円、１６節原材料費で１,４００万円、１９節負担金、補

助及び交付金で５７万８,０００円、それぞれ増額補正となっております。 

  次に、４目耕地総務費で１６３万８,０００円の増額補正及びその下の６目地籍調査

事業費で５７１万２,０００円の減額補正でございますが、それぞれ人事異動に伴いま

す人件費の補正となってございます。 

  次に５３ページ、５款農林水産業費、４項、１目山村振興総務費で２２９万５,００

０円の増額補正でございます。農山漁村交流活性化支援事業補助金でございます。 

  次に、７款土木費、１項、１目土木総務費で７２万円の増額補正でございます。増額

の内訳といたしましては、人件費関係で２２万円の増額、１９節負担金、補助及び交付

金で５０万円の増額となっております。これにつきましては、県営事業の町の負担金で

ございます。 

  次に、７款土木費、２項、２目道路橋りょう新設改良費で８３９万円の減額補正でご

ざいますが、これにつきましても人事異動に伴います人件費の減額補正となってござい

ます。 

  次に５４ページ、７款土木費、３項、１目住宅管理費で２１０万円の増額補正でござ

います。町営住宅福井第１団地の解体撤去工事費でございます。 

  ７款土木費、５項、１目建設残土処理費で８２万９,０００円の増額補正でございま

すが、人件費のみの補正でございます。 

  ８款消防費、１項、１目常備消防費で４７５万円の減額補正でございますが、これに

つきましても４月の人事異動に伴います人件費の補正となってございます。 
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  次に５５ページ、９款教育費、１項、２目事務局費で２７万２,０００円の増額補正

でございますが、人件費の増額補正となってございます。 

  ３目教育諸費で１８８万円の増額補正でございます。１節非常勤職員の報酬として１

６８万円、１２節役務費で志賀野小学校の２筆の借地の鑑定委託料といたしまして２０

万円の計上となってございます。 

  次に、９款教育費、２項小学校費、１目学校管理費で３４万３,０００円の増額補正

でございます。内訳といたしましては、３節職員手当等で１２万３,０００円、１１節

需用費で２２万円の増額でございます。これにつきましては、野上小学校の給食室の給

水配管の修繕費用となってございます。 

  次に、９款教育費、３項中学校費、２目教育振興費で２００万円の増額補正でござい

ます。１８節備品購入費といたしまして野上中学校及び美里中学校の施設用備品購入の

費用の計上となってございます。 

  次に５６ページ、９款教育費、４項、１目社会教育総務費で１５３万１,０００円の

増額補正でございますが、人件費のみの補正でございます。 

  ３目公民館費で１６万８,０００円の増額補正でございます。補正内容といたしまし

ては、１１節需用費で志賀野公民館の浄化槽のモーターの修繕及び小川公民館の消防設

備の修繕料の計上となってございます。 

  ４目人権教育費で３０万４,０００円の増額補正でございますが、職員手当等の補正

でございます。 

  ７目みさと天文台管理運営費で３９万１,０００円の増額補正でございます。１５節

工事請負費で天文台の公衆便所の改修工事費用を計上しております。 

  ９目文化センター管理運営費で２１１万２,０００円の増額補正でございます。補正

の内訳といたしましては、７節賃金で８７万円、１３節委託料で７４万２,０００円、

１５節工事請負費で５０万円それぞれ増額補正となってございます。 

  次に５７ページ、１０目真国区民センター管理運営費で３万３,０００円の増額補正

でございます。１３節委託料の増額補正でございます。 

  １１目自然体験交流センター管理運営費で３３万３,０００円の増額補正でございま

す。内訳といたしましては、１１節需用費で事務室のエアコンの修繕費用として３０万

円、１３節委託料で防火対象物点検委託料として３万３,０００円の計上となってござ

います。 
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  次に９款教育費、５項、１目保健体育総務費で１７２万９,０００円の増額補正でご

ざいますが、人件費のみの補正となってございます。 

  ２目体育施設管理運営費で５４５万１,０００円の増額補正でございます。補正の内

訳といたしましては、７節賃金で１７１万９,０００円の減額、１１節需用費で武道館

の消防用設備の修繕料として８万４,０００円の増額、１３節委託料で施設管理委託料

として１２０万４,０００円の増額、１５節工事請負費で５８８万２,０００円の増額計

上でございます。 

  次に５８ページ、３目国体推進費で３９７万３,０００円の増額補正でございますが、

人事異動に伴います人件費の補正となってございます。 

  次のページ、２５年度繰越明許費繰越計算書につきましては御高覧賜りたいと存じま

す。 

  以上、簡単でございますが、平成２６年度紀美野町一般会計補正予算（第２号）の説

明とさせていただきます。 

（総務課長 牛居秀行君 降壇） 

◎日程第１５ 議案第８７号 平成２６年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第１号）について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１５、議案第８７号、平成２６年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計補正予算（第１号）について、議題とします。 

  説明を願います。住民課長、増谷君。 

（住民課長 増谷守哉君 登壇） 

○住民課長（増谷守哉君）    それでは、議案書の６０ページをごらんいただきたい

と思います。 

  議案第８７号、平成２６年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）。 

  平成２６年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２５万４,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１５億１,００５万８,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 
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                 平成２６年６月１０日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ６５ページをごらんいただきたいと思います。 

  歳入でございます。 

  ３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目財政調整交付金１２５万４,０００円の増額

補正となってございます。これにつきましては、この後歳出で御説明申し上げます特定

健康診査の診査率を向上させるための対策事業費として１２５万４,０００円を上程さ

せていただいてございますが、これにつきましては国のほうから全額を特別調整交付金

として町へ交付されるものでございます。 

  続きまして、歳出でございます。予算書の６６ページをごらんいただきたいと思いま

す。 

  ８款保健事業費、１項特定健康診査等事業費、１目、同じく特定健康診査等事業費、

補正額が１２５万４,０００円で同額の補正となってございます。 

  まず、この補正に係る事業の概略から説明をさせていただきます。 

  町では、平成２０年度から生活習慣病の予防や重症化の予防、また将来的な医療費の

抑制を目的として、４０歳以上７４歳以下の国保加入者を対象として特定健康診査を実

施してございます。平成２４年度から、この特定健康診査の受診率を向上させるための

対策事業を行っているところでございます。本年におきましても引き続きこの対策事業

を行っていきたいため、当事業に必要な補正予算を上程させていただくものでございま

す。 

  事業の内容につきましては、特定健診の受診者または未受診者への電話や訪問、また

啓発用のパンフレット等の送付により診査を積極的に受けていただけるように勧奨を行

うものでございます。内訳といたしましては、７節賃金で臨時雇用の賃金６７万５,０

００円、当事業に従事する保健師の賃金でございまして、延べ７５日間の賃金を計上さ

せていただいてございます。 

  １１節需用費には燃料費として８,０００円。これにつきましては当事業で使用する

公用車の燃料費でございます。１２節役務費で郵便料１６万４,０００円。これにつき

ましては、受診勧奨のためのパンフレットの郵送費でございます。対象者を２,０００

人として見込んでございます。１３節委託料、これにつきましては事業事務委託料とし

て４０万７,０００円、パンフレットの企画及び作成、また送付事務に係る業務を外注

するための委託料でございます。以上１２５万４,０００円の増額補正をお願いするも
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のでございます。 

  簡単でございますが、平成２６年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

１号）の説明とさせていただきます。 

（住民課長 増谷守哉君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 散 会 

○議長（小椋孝一君）    本日はこれで散会します。 

（午前１１時２９分） 

 


